
【特別条項付き協定】
　限度時間(※)を超えて労働時間を延長しなければならない｢特別の事情｣が生じた場合に限り、限度時間を超え
る一定の時間(特別延長時間)まで労働時間を延長することができる旨を協定で定めることができます。
　この協定は、あくまで時間外労働に関する例外的な取扱いですから、次の点に注意してください。
　①　｢特別の事情｣は、臨時的なものに限られること
　　　具体的には、一時的または突発的に時間外労働を行わせる必要があるものであり、全体として１年の半分
　　　を超えないことが見込まれるもので、できる限り詳細に協定すること。
　②　特別延長時間まで労働時間を延長できる回数を協定すること
　　　特別延長時間まで労働時間を延長できる回数は、特定の労働者についての特別条項付き協定の適用が１年
　　　の半分を超えないようにしてください。
　③　一定期間の途中で｢特別の事情｣が生じ、原則としての延長時間を延長する場合に労使がとる手続を協議、
　　　通告、その他具体的に協定すること。

【平成22年４月１日から､限度時間を超える時間外労働の抑制を目的とする改正が施行されました｡】
　○特別条項付き協定を結ぶ際には、新たに、下記の④から⑥が必要になります。
　④　限度時間を超えて働かせる一定の期間(１日を超え３か月以内の期間、１年間)ごとに、割増賃金率を定め
　　　ること。
　⑤　①の率を法定割増賃金率(２割５分以上)を超える率とするよう努めること。
　⑥　そもそも延長することができる時間数を短くするよう努めること。

　ご不明の点などがありましたら、最寄りの都道府県労働局・労働基準監督署にお問い合わせください。
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